
大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

法面整形工
第1編
　　2-3-5

第11編
　　1-3-4

１．基面の平滑、浮石の除去、クラック 確認 施工中

種子・客土・
厚層基材吹
付

１．土質試験の実施
２．材料の確認
３．ネット（ラス）の重ね幅、吹付け厚
４．金網等の規格、継ぎ手、巻き込み長

確認 〃

１．吹付厚、金網の重ね幅

２．供試体による強度試験

３．伸縮目地、水抜き孔、ラス張り状況、巻き止め状況

４．不良箇所等出現状況 施工後

１．アンカー長、定着長、引張定着力 段階確認 アンカー設置後

２．供試体による強度、養生、孔内グラウト量 施工中

３．不良箇所等出現状況 施工後

１．材料の確認、発芽率　、土羽土の土質

２．法長、勾配、厚さ
土質の状況 １．土質の状況と岩盤線、軟弱層の有無 段階確認 土（岩）質の変化した時

出来形 １．基準高、幅、法長及び勾配 確認 施工中

１．盛土材料（ＣＢＲ試験、土の締固め試験） 施工前

２．締固め状況、現場密度

３．一層の仕上がり厚、段切の実施

１．上面の基準高、幅、法長及び勾配

２．構造物周辺の締固め状況

河床掘削工 出来形 　　 第１編　2-3-1 基準高、幅、法長及び勾配 段階確認 掘削完了時

品質 １．現場CBR試験、土の締固め試験 確認 施工前～後

出来形 ２．仕上りの基準高、締固め状況（プルーフローリング） 段階確認 ﾌローリング実施時

１．示方配合と現場配合

２．一軸圧縮試験、骨材の修正ＣＢＲ試験

１．材料、基準高、幅、延長、施工厚さ 段階確認 処理（掘削）完了時

２．現場密度、混合状況、使用材料の空袋の確認 確認 施工中

施工状況 １．使用材料、打込み長さ 施工中

出来形 １．基準高、施工位置、間隔、杭径 施工完了時

施工状況 １．使用材料、深度 施工中

出来形 １．基準高、施工位置、間隔、杭径 施工完了時

施工状況 １．使用材料、注入量、深度　※　薬液注入工法 施工中

施工状況 １．使用材料、寸法、溶接部の適否（縦継部溶接接合の場合） 打込時

出来形 １．基準高、変位量 施工完了時

１．土の締固め試験

２．壁面材、補強材の品質証明書

１．基礎地盤の地耐力 段階確認 床堀完了時

２．現場密度、鉛直度（勾配）
３．補強材、暗渠排水（排水シート含む）等の位置

４．転圧状況（壁面部の締固め状況）

１．ＪＩＳ工場製品

２．示方配合表（ｗ／ｃ、アルカリ、塩化物）

３．運搬荷卸時間

４．試験練り（強度、粗骨材の寸法、スランプ、空気量）

５．打設順序、投入高さ、バイブレータ施工状況

６．養生、型枠取り外し時期

１．ミルシート、鉄筋径、間隔、本数、保管状況

２．鉄筋の継ぎ手（加工・組立）、かぶり（スペーサー）

３．引張・圧縮側の確認

１．材料（骨材の粒度、修正ＣＢＲ値） 施工前

２．幅、厚さ、締め固め（現場密度） 施工後

３．仕上りの基準高、プルーフローリング 段階確認 ﾌローリング実施時

上層路盤 1.2 確認 施工前・施工後等

１．品質証明書
　（骨材篩い分け試験、骨材の密度・吸水率試験、骨材の粘土塊量試験、
　　　　　　　　　　　　粗骨材の形状試験、フィラー の粒度水分試験）

２．プラントの配合設計

３．施工温度、コア抜きによる現場密度試験、抽出試験

１．（コア抜きによる）厚さ

２．平坦性（プロフィルメーター）

施工状況 １．土質の状況、変化位置

１．高さ、厚さ、断面形状の確認

２．支間長、中心線の変位

３．コンクリート強度（シュミットハンマー）

１．コンクリート・鉄筋欄を参照

２．配筋、引張・圧縮側の確認

３．圧接状況、資格者の適否

４．耐震対策（帯筋のフック、圧接位置）

施工状況 １．材料の規格、寸法、沓座の位置 段階確認 沓座の位置決定時

本体工 １．橋長、幅員、基準高（キャンバー） 施工後

付属物 １．高欄、支承、伸縮継手を品質証明書で確認 施工前

支承工 ２．据え付け処理（チッピング、水切り） 施工中

材料 １．品質、規格、寸法の証明書、鋼材の員数 確認 当初
１．溶接施工計画書の提出、作業者の資格 施工前
２．開先、すみ肉の精度、余熱
３．下地の清掃・乾燥等、連続施工、余盛高

４．溶接検査（われ、ピット、凹凸、放射線透過試験、超音波探傷試験）

一
般
施
工

法面工

第3編
　　2-14-2

コンクリート・
モルタル吹
付工

第3編
　　2-14-3

確認
〃

現場打
　　法枠工

第3編
　　2-14-4 確認

芝付工
第3編
　　2-14-2

確認 施工中

土
　
工

切土
（掘削）

第1編
　　2-3-1

第11編
　　1-3-2

盛土
（埋戻）
（路体盛土工）

締め固め度
第1編
　　2-4-3

第10編
　　1-3-3

表層安定処理
工等
（石灰、セメント、
Ａｓ安定処理）

品質

確認 施工後
（締固め状況は施工中）

出来形 〃 〃

路床工
（路床盛土工）

第1編
　　2-4-4

第3編
　　2-7-2
　　2-7-3
　　2-7-4
　　2-7-6

確認 施工前

出来形

締固め改良工
第3編
　　2-7-8

段階確認

固結工
第3編
　　2-7-9

段階確認

矢板工
（任意仮設を除く）

第3編
　　2-3-4

段階確認

補強土壁工

材料
第3編
　　2-15-3

確認 施工前

施工状況         〃
確認 施工中

コ
ン
ク
リ
ー

ト

無
筋
・
鉄
筋

コンクリート工

コンクリート
第1編
　　3-3
　　3-6

確認 施工前

鉄筋工
第1編
　　3-7

確認 施工中

路
盤
工

路盤工

下層路盤
第3編
　　　2-6

確認

　　　〃

舗
　
装

ア
ス
フ
ァ

ル
ト

アスファルト舗
装

品質
第3編
　　2-6

確認 施工前

出来形 　　　〃 確認 施工後

橋
梁
下
部
工

躯体工

第10編
　　3-6

段階確認

土（岩）質の変化した時

床堀完了時

鉄筋組立完了時

埋め戻し前

コンクリート

鉄筋

(一般事項）
第1編  3-7

(耐震施工）
道路橋示方書

確認 施工中

　　 第10編　　3-6

橋
梁
上
部
工

共通事項 第10編 確認

鋼橋

第10編　　4-3

溶接
第3編
   2-12-3

確認
施工後

【改訂】
大分県工事監督基準表

確　認 確　認

方　法 時　期

種
別

工種 細別
仕様書等
の番号

監督のポイント

法面整形工
第1編
　　2-3-5

第11編
　　1-3-4

１．基面の平滑、浮石の除去、クラック 確認 施工中

種子・客土・
厚層基材吹
付

１．土質試験の実施
２．材料の確認
３．ネット（ラス）の重ね幅、吹付け厚
４．金網等の規格、継ぎ手、巻き込み長

確認 〃

１．吹付厚、金網の重ね幅

２．供試体による強度試験

３．伸縮目地、水抜き孔、ラス張り状況、巻き止め状況

４．不良箇所等出現状況 施工後

１．アンカー長、定着長、引張定着力 段階確認 アンカー設置後

２．供試体による強度、養生、孔内グラウト量 施工中

３．不良箇所等出現状況 施工後

１．材料の確認、発芽率　、土羽土の土質

２．法長、勾配、厚さ
土質の状況 １．土質の状況と岩盤線、軟弱層の有無 段階確認 土（岩）質の変化した時

出来形 １．基準高、幅、法長及び勾配 確認 施工中

１．盛土材料（ＣＢＲ試験、土の締固め試験） 施工前

２．締固め状況、現場密度

３．一層の仕上がり厚、段切の実施

１．上面の基準高、幅、法長及び勾配

２．構造物周辺の締固め状況

河床掘削工 出来形 　　 第１編　2-3-1 基準高、幅、法長及び勾配 段階確認 掘削完了時

品質 １．現場CBR試験、土の締固め試験 確認 施工前～後

出来形 ２．仕上りの基準高、締固め状況（プルーフローリング） 段階確認 ﾌローリング実施時

１．示方配合と現場配合

２．一軸圧縮試験、骨材の修正ＣＢＲ試験

１．材料、基準高、幅、延長、施工厚さ 段階確認 処理（掘削）完了時

２．現場密度、混合状況、使用材料の空袋の確認 確認 施工中

施工状況 １．使用材料、打込み長さ 施工中

出来形 １．基準高、施工位置、間隔、杭径 施工完了時

施工状況 １．使用材料、深度 施工中

出来形 １．基準高、施工位置、間隔、杭径 施工完了時

施工状況 １．使用材料、注入量、深度　※　薬液注入工法 施工中

施工状況 １．使用材料、寸法、溶接部の適否（縦継部溶接接合の場合） 打込時

出来形 １．基準高、変位量 施工完了時

１．土の締固め試験

２．壁面材、補強材の品質証明書

１．基礎地盤の地耐力 段階確認 床堀完了時

２．現場密度、鉛直度（勾配）
３．補強材、暗渠排水（排水シート含む）等の位置

４．転圧状況（壁面部の締固め状況）

１．ＪＩＳ工場製品

２．示方配合表（ｗ／ｃ、アルカリ、塩化物）

３．運搬荷卸時間

４．試験練り（強度、粗骨材の寸法、スランプ、空気量）

５．打設順序、投入高さ、バイブレータ施工状況

６．養生、型枠取り外し時期

１．ミルシート、鉄筋径、間隔、本数、保管状況

２．鉄筋の継ぎ手（加工・組立）、かぶり（スペーサー）

３．引張・圧縮側の確認

１．材料（骨材の粒度、修正ＣＢＲ値） 施工前

２．幅、厚さ、締め固め（現場密度） 施工後

３．仕上りの基準高、プルーフローリング 段階確認 ﾌローリング実施時

上層路盤
１．２及び仕上がりの基準高。ただし、上層路盤のみの場合は
１．２．３．（上記と同じ）

確認・段階確認 施工前・施工後等

１．品質証明書
　（骨材篩い分け試験、骨材の密度・吸水率試験、骨材の粘土塊量試験、
　　　　　　　　　　　　粗骨材の形状試験、フィラー の粒度水分試験）

２．プラントの配合設計

３．施工温度、コア抜きによる現場密度試験、抽出試験

１．（コア抜きによる）厚さ

２．平坦性（プロフィルメーター）

施工状況 １．土質の状況、変化位置

１．高さ、厚さ、断面形状の確認

２．支間長、中心線の変位

３．コンクリート強度（シュミットハンマー）

１．コンクリート・鉄筋欄を参照

２．配筋、引張・圧縮側の確認

３．圧接状況、資格者の適否

４．耐震対策（帯筋のフック、圧接位置）

施工状況 １．材料の規格、寸法、沓座の位置 段階確認 沓座の位置決定時

本体工 １．橋長、幅員、基準高（キャンバー） 施工後

付属物 １．高欄、支承、伸縮継手を品質証明書で確認 施工前

支承工 ２．据え付け処理（チッピング、水切り） 施工中

材料 １．品質、規格、寸法の証明書、鋼材の員数 確認 当初
１．溶接施工計画書の提出、作業者の資格 施工前
２．開先、すみ肉の精度、余熱
３．下地の清掃・乾燥等、連続施工、余盛高

４．溶接検査（われ、ピット、凹凸、放射線透過試験、超音波探傷試験）

土（岩）質の変化した時

床堀完了時

鉄筋組立完了時

埋め戻し前

施工中

施工後

施工前

施工中

施工前

施工中

施工前

施工後

施工中

施工前

〃

施工後
（締固め状況は施工中）

橋
梁
上
部
工

共通事項 第10編 確認

鋼橋

第10編　　4-3

溶接
第3編
   2-12-3

確認

橋
梁
下
部
工

躯体工

第10編
　　3-6

段階確認
コンクリート

鉄筋

(一般事項）
第1編  3-7

(耐震施工）
道路橋示方書

確認

　　 第10編　　3-6

舗
　
装

ア
ス
フ
ァ

ル
ト

アスファルト舗
装

品質
第3編
　　2-6

確認

出来形 　　　〃 確認

路
盤
工

路盤工

下層路盤
第3編
　　　2-6

確認

　　　〃

コ
ン
ク
リ
ー

ト

無
筋
・
鉄
筋

コンクリート工

コンクリート
第1編
　　3-3
　　3-6

確認

鉄筋工
第1編
　　3-7

確認

矢板工
（任意仮設を除く）

第3編
　　2-3-4

段階確認

補強土壁工

材料
第3編
　　2-15-3

確認

施工状況         〃
確認

締固め改良工
第3編
　　2-7-8

段階確認

固結工
第3編
　　2-7-9

段階確認

路床工
（路床盛土工）

第1編
　　2-4-4

表層安定処理
工等
（石灰、セメント、
Ａｓ安定処理）

品質
第3編
　　2-7-2
　　2-7-3
　　2-7-4
　　2-7-6

確認

出来形

締め固め度
第1編
　　2-4-3

第10編
　　1-3-3

確認

出来形 〃 〃

現場打
　　法枠工

第3編
　　2-14-4

芝付工
第3編
　　2-14-2

確認

土
　
工

切土
（掘削）

第1編
　　2-3-1

第11編
　　1-3-2

盛土
（埋戻）
（路体盛土工）

一
般
施
工

法面工

第3編
　　2-14-2

コンクリート・
モルタル吹
付工

第3編
　　2-14-3

確認

確認

【現行】


